
奈
良
教
育
大
学
附
属
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学
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通
信
第
一
号

（
通
算
二
十
八
号
）

二

〇

一

四

（

平

成

二

十

六

）

年

四

月

九

日

発

行
【年度替わりの人事異動について】

＜転退職＞
・井村健(副校長)退職・八尋薫子(国語)退職
・植村啓介(数学)退職・田和和美(養護)

都南中学校に異動

＜新着任＞
・谷口尚之(副校長) ・尾本潤治 (主幹)
・西仲則博(数学) ・岸田みなみ（英語）

・成田菜津美（養護）・若森達哉 （国語）

【

四

月

】

日

第

六

十

八

回

入

学

式

9
日

身

体

測

定

10
日

内

科

検

診(

三

年)

11
日

部

活

動

紹

介

・

生

徒

会

旧

部

会

14
日

検
尿

15
日

眼

科

検

診

17
日

全
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
推
薦
委
員
会

18
日

内

科

検

診(

二

年)

21
日

三

年

全

国

学

力

学

習

状

況

調

査

22

心

電

図

一

年

日

生

徒

会

意

見

発

表

会･

投

票

23
日

耳

鼻

科

検

診

24
日

新

旧

評

議

員

会

内

科

検

診

25

（

一

年

・

五

組

）

日

生

徒

会

新

部

会

28
日

奈

良

め

ぐ

り

（

全

学

年

）

30【

五

月
】

１

日

開

校

記

念

日

（

休

み

）

２

日

総

合

テ

ス

ト

②(

三

年)

７

日

育

桜

会

・

教

育

後

援

会

総

会

８

日

部

活

動

発

足

式

日

奈

良

市

民

体

育

大

会

11
～

日

二

年

臨

海

実

習

15

17

（

日

振

替

休

日

）

19

～

日

三

年

沖

縄

修

学

旅

行

17

20

（

・

日

振

替

休

日

）

21

22

・

日

一

年

中

間

テ

ス

ト

19

20

日

前

期

認

証

式

・

生

徒

総

会

23
・

日

二

年

中

間

テ

ス

ト

26

27

・

日

一

年

野

外

実

習

27

28

・

日

三

年

中

間

テ

ス

ト

28

29

日

五

組

授

業

参

観

30
日

生

徒

会

リ

ー

ダ

ー

研

修

会

31【

六

月

】

４

日

評

議

員

会

①

５

～

日

四

回

生

教

育

実

習

23

８

日

市

中

学

校

総

合

体

育

大

会

日

ス

ポ

ー

ツ

デ

ィ

（

鴻

ノ

池

）

13
日

宿
泊
行
事
報
告
会
・
全
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

19
～

７

月

２

日

期

末

テ

ス

ト

30【
七

月

】

３

日

評

議

員

会

②)

４

日

五

組

校

外

学

習

日

五

組

Ｐ

Ｔ

Ａ

15(

午

後)

、

日

期

末

懇

談

（

全

日

）

15

16

17

日

終

業

式

・

大

掃

除

18

※ 急 な 予 定 変 更 を す る 場 合 も ご ざ い ま す 。 ご 容 赦 く だ さ い 。

訃 報 ：

去 る ３ 月 ２ ３ 日 に 堂 上 禎 子 養 護 教 諭 が

ご 逝 去 さ れ ま し た 。 先 生 は 、 長 年 に わ た

り 、 本 校 の 健 康 教 育 に ご 尽 力 な さ い ま し

た 。 謹 ん で ご 冥 福 を お 祈 り い た し ま す 。

本
年
度
の
学
年
編
成
・
お
も
な
校
務
分
掌

主 任 １ 組 ２ 組 ３ 組 ４ 組 ５ 組 学 年 付

１年 佐古田 今辻 西仲 若森 長友 金川 松田 有馬 大谷

２年 佐藤 葉山 岸田 吉田 佐竹 福嶋 竹村 川畑

３年 奥原 中嶋 吉岡 冨山 山本 小倉 川合 小嶋 成田

【
企

画

委

員

会
】

校
長
（
松
川
）
・
副
校
長
（
谷
口
）
・

主
幹
（
尾
本
）
・
教
務
主
任
（
松
田
）
・

今
辻
・
小
嶋
・
冨
山
・
吉
田

【
校
務
分
掌
】

教
務
部

◎
松
田

奥
原

西
仲
（
情
報

・
校
務
管
理
）
山
本
（
広
報
）

文
化
部

◎
今
辻

中
嶋

金
川

生
活
部

◎
有
馬

佐
古
田

冨
山

吉
田

長
友

岸
田

小
倉

図
書
部

◎
川
畑

（
佐
久
間
）

整
美
部

◎
吉
岡

成
田

若
森

保
体
部

◎
佐
藤

川
合

福
嶋

研
推
部

◎
竹
村

小
嶋

葉
山

佐
竹

大
谷

肯
定
的
に
、
こ
ぴ
っ
と
生
き
る

学
校
長

松

川

利

広

新
年
度
前
期
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
花
子
と
ア
ン
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
ド
ラ
マ
は
、
『
赤
毛
の
ア
ン
』
の
翻
訳
者
、
村
岡
花
子
の
生
涯
（
ド
ラ
マ
で
は
半

生
）
を
ア
ン
と
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
描
い
て
い
き
ま
す
。

『
赤
毛
の
ア
ン
』
と
い
え
ば
、
ア
ン
が
自
分
の
人
生
を
自
分
で
決
め
る
と
き
の
有
名
な
フ

レ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。

あ
た
し
が
ク
イ
ー
ン
を
出
て
く
る
と
き
に
は
、
自
分
の
未
来
は
ま
っ
す
ぐ
に
の
び
た

道
の
よ
う
に
思
え
た
の
よ
。
い
つ
も
さ
き
ま
で
、
ず
っ
と
見
と
お
せ
る
気
が
し
た
の
。

と
こ
ろ
が
い
ま
曲
り
角
に
き
た
の
よ
。
曲
り
角
を
ま
が
っ
た
さ
き
に
な
に
が
あ
る
の
か

は
、
わ
か
ら
な
い
の
。
で
も
、
き
っ
と
い
ち
ば
ん
よ
い
も
の
に
ち
が
い
な
い
と
思
う
の
。

そ
れ
に
は
ま
た
、
そ
れ
の
す
て
き
に
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
う
わ
。
（
『
赤
毛
の
ア

ン
』
モ
ン
ゴ
メ
リ

村
岡
花
子
訳

新
潮
文
庫

五
一
六
頁
）

村
岡
花
子
は
、
今
か
ら
五
十
年
前
（
一
九
六
四
年
・
昭
和
三
九
年
）
の
「
成
人
の
日
」
に

「
生
き
る
と
い
う
こ
と
」
と
題
し
て
、
新
成
人
に
向
け
て
次
の
よ
う
な
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

ア
ン
は
長
い
あ
い
だ
自
分
を
い
つ
く
し
ん
で
育
て
て
く
れ
た
マ
シ
ュ
ウ
と
マ
リ
ラ
の

た
め
に
、
曲
り
角
の
あ
る
、
ほ
そ
い
道
を
選
び
と
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
ア
ン
の
こ
と

ば
ど
お
り
、
「
犠
牲
」
な
ど
と
い
う
暗
い
、
み
じ
め
な
も
の
で
は
な
く
て
、
自
分
の
力

を
せ
い
一
ぱ
い
だ
し
て
、
人
の
た
め
に
役
だ
て
、
そ
こ
か
ら
自
分
も
や
は
り
喜
び
を
う

け
と
っ
て
、
明
る
く
、
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
っ
た
の
で
す
。
（
中
略
）
し
か
し
、
そ

の
道
に
ど
ん
な
に
困
難
が
あ
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
勇
気
を
だ
し
て
ゆ
く
と
き
に
、
や

は
り
、
そ
こ
に
も
自
分
が
夢
見
た
道
と
お
な
じ
よ
う
に
、
い
い
え
、
そ
れ
以
上
に
幸
福

が
あ
る
こ
と
を
（
『
村
岡
花
子
エ
ッ
セ
イ
集

腹
心
の
友
た
ち
へ
』
河
出
書
房
新
社

二
〇
〇
頁
）

私
は
、
「
曲
が
り
角
を
ま
が
っ
た
さ
き
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
附
中
へ
の
坂
道
を
思
い
浮

か
べ
ま
し
た
。
一
条
通
り
か
ら
狭
岡
神
社
ま
で
、
ま
っ
す
ぐ
に
の
び
た
道
、
そ
し
て
、
そ
こ

か
ら
始
ま
る
、
い
く
つ
か
の
カ
ー
ブ
（
曲
が
り
角
）
。
曲
が
り
角
の
先
に
は
、
我
が
附
属
中

学
校
が
あ
り
ま
す
。

曲
が
り
角
の
先
と
し
て
附
中
を
選
び
と
っ
た
生
徒
一
人
一
人
に
対
し
て
、
附
中
は
、
ア
ン

の
「
で
も
、
～
」
や
花
子
の
「
し
か
し
、
～
」
の
逆
接
の
接
続
詞
の
後
に
続
く
言
葉
を
体
現

で
き
る
よ
う
な
学
校
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
謙
虚
に
省
察
し
た
上
で
、
よ
り
よ
い
学
校

を
創
造
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
、
附
中
に
身
を
置
く
者
の
責
務
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
新
年
度
を
迎
え
、
心
を
新
た
に
こ
ぴ
っ
と
（
＝
花
子
の
故
郷
、
山
梨
の
方
言

で
「
し
っ
か
り
」
と
い
う
意
味
）
、
教
職
員
一
同
、
明
る
く
、
元
気
よ
く
、
附
中
の
教
育
を

実
践
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
昨
年
度
に
増
し
て
、
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
た
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。




